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　平成 18 年に発足した日野町地域防犯・生活安全パトロー

ル協議会（通称：青パト）も今年で 19 年目を迎えました。

　子どもの誘拐、殺人事件、高齢者を狙った詐欺など、さま

ざまな犯罪から町民を守るため、日々町内をパトロールして

います。現在、17 人の会員がボランティアで活動しています。

　これからも皆さんのご支援、ご協力をお願いします。

日野町防犯パトロール 第 19 号

▲ 安全を願ってパトロールへ出発！

　

自
然
豊
か
な
環
境
に
恵
ま
れ
、

美
し
い
山
々
や
川
が
広
が
り
、
四

季
折
々
の
風
景
が
楽
し
め
る
日
野

町
。
人
口
減
少
と
高
齢
化
の
問
題

に
直
面
し
て
い
ま
す
が
、
新
一
万

円
札
の
肖
像
の
渋
沢
栄
一
氏
の
名

言
「
四
十
、五
十
は
洟
垂
れ
小
僧
、

六
十
、七
十
は
働
き
盛
り
、
九
十

に
な
っ
て
迎
え
が
来
た
ら
、
百
ま

で
待
て
と
追
い
返
せ
」
の
よ
う
に

元
気
な
高
齢
者
の
方
々
が
た
く
さ

ん
お
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
役
世
代
の
方
々

が
中
心
と
な
っ
て
、
子
ど
も
や

地
域
の
見
守
り
活
動
を
展
開
し
て

お
ら
れ
る
青
パ
ト
は
、
19
年
目
を

迎
え
、
も
は
や
地
域
防
犯
に
欠
か

せ
な
い
団
体
の
一
つ
だ
と
思
い
ま

す
。
悪
天
候
の
時
で
も
日
野
町
の

安
全
安
心
の
た
め
、
く
ま
な
く
町

内
を
巡
回
さ
れ
る
姿
に
頭
が
下
が

る
思
い
で
す
。

　

防
犯
に
必
要
な
要
素
は
、
時
間
、

光
、
音
、
地
域
の
目
と
言
わ
れ
て

お
り
、
青
パ
ト
は
そ
の
役
割
の

一
翼
を
担
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
し

か
し
、
青
パ
ト
や
警
察
官
の
巡
回

だ
け
で
は
、
防
ぎ
き
れ
な
い
防
犯

対
策
の
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
地
域
の
中
で
犯
罪
を
発
生

さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
青
パ
ト
だ

け
に
限
ら
ず
、
多
様
な
世
代
や
事

業
者
の
方
々
が
日
常
生
活
の
機
会

に
行
う
こ
と
の
で
き
る
自
主
防
犯

「
な
が
ら
見
守
り
」
の
活
動
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
農
作
業
や
花
の
水
や

り
を
し
な
が
ら
、
犬
の
散
歩
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
な
が
ら
、
日

常
業
務
を
し
な
が
ら
周
囲
を
見
渡

し
た
り
、
あ
い
さ
つ
や
声
掛
け
を

す
る
こ
と
で
、
皆
さ
ん
一
人
一
人

が
「
地
域
の
目
」
と
な
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
曜
日
や
時
間
に
縛
ら

れ
る
こ
と
な
く
日
常
生
活
の
中
に

取
り
入
れ
る
た
め
、
負
担
は
少
な

く
、
効
果
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
な
が

ら
見
守
り
」
は
、
子
ど
も
の
見
守

り
活
動
に
も
通
じ
ま
す
し
、
青
パ

ト
の
精
神
的
・
身
体
的
負
担
が
軽

減
さ
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

青
パ
ト
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
な

が
ら
見
守
り
活
動
で
日
野
町
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
さ
ら
に
強
化
さ

れ
、
日
野
町
が
よ
り
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町
と
な
り
ま
す
よ

う
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

安
全
で
安
心
な
日
野
町
を
目
指
し
て

黒
坂
警
察
署　

署
長

河
村
　
勝
幸

青パト会員募集中
町地域防犯・生活安全パトロール協議会（通称：青パト）では、パトロール活動に参加していただける会
員を募集しています。
不審者による事件を未然に防ぎ、明るい笑顔あふれるまちをつくりましょう。
会員になっていただける人は、協議会事務局（町公民館 74-0212）までご連絡ください。

【活動日（巡回パトロール）】
▼根雨地区：月 2回（第 2・4木曜日）▼黒坂地区：月１回（第 2水曜日）



　

７
月
19
日
、
第
３
回
お
し
ど
り
学

園
を
開
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
一
般
教
養
講
座
は
「〈
Ｋ

Ｗ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｎ
出
版
１
２
０
年
〉
現

代
に
生
き
る
小
泉
八
雲
と
『
怪
談
』」

と
題
し
、
小
泉
八
雲
記
念
館
館
長
で

島
根
県
立
大
学
短
期
大
学
部
名
誉
教

授
の
小
泉
凡
さ
ん
が
講
演
を
行
い
ま

し
た
。

　

小
泉
さ
ん
は
、
小
泉
八
雲
（
ラ
フ

カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
）
の
ひ
孫
で
あ

り
、
ち
ょ
う
ど
、
来
秋
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
で
小
泉
八
雲

の
妻
セ
ツ
を
主
人
公
の
モ
デ
ル
と
し

た
「
ば
け
ば
け
」
の
放
送
が
発
表
さ

れ
た
後
だ
っ
た
た
め
、
タ
イ
ム
リ
ー

な
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
泉
さ
ん
は
、
毎
年
学
生
を
連
れ

て
滝
山
公
園
の
「
幽
霊
滝
」
に

来
町
し
て
お
り
、
日
野
町
と

は
縁
が
あ
り
ま
す
。
今
年
は
、

八
雲
の
没
後
１
２
０
年
、
代

表
作
「
怪
談
」
が
出
版
さ
れ

て
１
２
０
年
。「
２
０
０
９
年

に
ギ
リ
シ
ャ
で
は
じ
ま
っ
た

『
オ
ー
プ
ン
・
マ
イ
ン
ド
・
オ

ブ
・
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー

ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
は
、

２
０
１
９
年
に
か
け
て
世
界

の
ゆ
か
り
の
地
で
展
開
さ
れ

ま
し
た
。
分
断
・
人
間
中
心
主
義
と

は
真
逆
の
方
向
性
を
持
つ
ハ
ー
ン
の

思
考
が
、
現
代
社
会
で
ク
ロ
ー
ズ
・

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
説
明
。

「
オ
ー
プ
ン
・
マ
イ
ン
ド
」「
五
感
力
」

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」「『
怪
談
』
翻
訳
の
広

が
り
と
新
し
い
芸
術
表
現
」、
そ
し

て
「
朝
ド
ラ
」
へ
と
、
キ
ー
ワ
ー
ド

か
ら
現
代
社
会
と
呼
応
す
る
新
し
い

小
泉
八
雲
の
世
界
を
探
訪
し
て
い
き

ま
し
た
。

　

学
園
生
は
、
小
泉
八
雲
の
生
涯
を

通
し
て
の
偉
業
や
日
本
に
と
ど
ま
ら

ず
世
界
に
与
え
た
影
響
、
今
も
な
お

現
在
進
行
形
で
世
界
で
取
り
組
ま
れ

て
い
る
小
泉
八
雲
の
事
業
な
ど
に
、

興
味
深
く
聴
き
入
り
、
感
銘
を
受
け

た
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。
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▼
第
3
回
お
し
ど
り
学
園

小
泉
八
雲
の
偉
業
に
感
銘

令和6年度

西部地区町村公民館作品展西部地区町村公民館作品展

9 月 12 日（木）～ 9月 24日（火）
イオンモール日吉津　東館 2階
専門店前
西伯郡、日野郡内の町村公民館で
活動している講座・教室などの参
加者や公民館主催の教室などで作
成された作品などを紹介します。
日野町からは、「陶芸グループ」の
作品を予定しています。
西部地区町村社会教育協議会公民
館部会

日時：
場所：

内容：

主催：

▲ 昨年度の日野町出店作品

きのこ鑑定会を開催します
秋の自然を楽しもう

鵜の池公園周辺で散策を楽しみながらキノコを採取します。
その後、キャンプ場内の作業棟でキノコ鑑定会を開きます。
事前に採取したキノコの鑑定も行いますので、お気軽にお
越しください。

日　　時：
集合場所：
講　　師：

申 込 み：

10 月 13 日（日）午前 9時～　※少雨決行
鵜の池キャンプ場駐車場
牛島秀爾さん
（日本きのこセンター鳥取菌じん研究所）
10 月 9 日（水）までに、町公民館（電話 74-
0212）までご連絡ください。

◀昨年度の鑑定会では、食べ
られるもの、毒になるもの、
珍しいものなどさまざまなキ
ノコ40 種類以上がとれました。

▶冬虫夏草の仲間の「カメムシタケ」
も見つかりました。

▲「五感を研ぎ澄ませて生きることが
大切」と小泉さん


